
三

専
攻
学
科
目　

バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

生　

年　

月　

昭
和
三
六
年
一
二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
二
年　

三
月 

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

平
成　

三
年　

三
月 

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

三
年　

三
月 

医
学
博
士

同　
　

三
年　

四
月 
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

同　
　

五
年　

四
月 
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
助
手

同　
　

七
年
一
〇
月 
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
奨
励
研
究
員
（H

FSP long-term
 fellow

ship

）

同　

一
一
年　

一
月 
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

先
端
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ　

細
胞
機
能
探
索
技
術
開
発

チ
ー
ム　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
平
成
三
〇
年
三
月
ま
で
）

同　

一
六
年　

一
月 

理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

先
端
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同　

一
七
年　

七
月 

東
京
大
学
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

同　

一
八
年　

四
月 

自
然
科
学
研
究
機
構
基
礎
生
物
学
研
究
所
客
員
教
授
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

同　

一
八
年
一
〇
月 

科
学
技
術
振
興
機
構E

R
A

T
O

研
究
総
括
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同　

一
九
年　

四
月 

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
一
年　

四
月 

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
四
年　

四
月 

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
生
命
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
五
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
光
量
子
工
学
研
究
領
域
生
命
光
学
技
術
研
究
チ
ー
ム　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
平
成
三
〇

年
三
月
ま
で
）

同　

三
〇
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
脳
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
細
胞
機
能
探
索
技
術
研
究
チ
ー
ム　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
現

在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

四
月 

理
化
学
研
究
所
光
量
子
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
生
命
光
学
技
術
研
究
チ
ー
ム　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

宮み
や　

脇わ
き　

敦あ
つ　

史し



一
一

医
学
博
士
宮
脇
敦
史
氏
の
「
生
命
現
象
の
時
空

間
制
御
の
解
明
を
目
指
し
た
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
技
術
の
開
発
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

生
命
シ
ス
テ
ム
の
基
本
機
構
を
解
明
す
る
に
は
、
生
物
個
体
や
細
胞
に
お
け

る
生
体
分
子
の
挙
動
を
、
生
物
が
生
き
た
ま
ま
観
察
す
る
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
技
術
の
開
発
が
重
要
で
あ
る
。
宮
脇
敦
史
氏
は
、
こ
の
技
術
が
大
洋
を
泳
ぐ

ク
ジ
ラ
の
活
動
を
知
る
た
め
に
、
背
鰭
に
「
電
波
発
信
機
」
を
付
け
る
の
に
似

て
い
る
と
言
う
。
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
ク
ジ
ラ
は
標
的
物
質
、
発
信

機
に
あ
た
る
の
が
「
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
」
で
あ
る
。
同
氏
は
学
生
の
頃
か
ら
生

体
分
子
の
可
視
化
の
技
術
に
興
味
を
持
っ
て
き
た
。
間
も
な
く
こ
う
し
た
分
野

で
画
期
的
成
果
が
生
ま
れ
た
。
下
村　

脩
博
士
が
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
で
緑
色
蛍
光

タ
ン
パ
ク
質
（G

FP

）
を
発
見
し
、
さ
ら
に
Ｄ
・
プ
レ
イ
シ
ャ
ー
博
士
、
Ｒ
・

ツ
エ
ー
ン
博
士
ら
に
よ
りG

FP

の
構
造
解
析
が
行
わ
れ
、G

FP

を
標
的
タ
ン

パ
ク
質
の
目
印
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
氏
は
、
一
九
九

五
年
にH

FSP

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
よ
り
奨
学
金
を
得
て
、
Ｒ
・
ツ
エ
ー
ン
博
士
の
研
究
室
に
留
学
し
、

G
FP

研
究
に
関
わ
る
基
本
的
知
識
を
習
得
し
た
。
以
後
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
、

独
自
にFR

ET

（
前
の
蛍
光
を
次
の
励
起
光
に
変
え
る
共
鳴
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
）

を
利
用
し
た
蛍
光
法
を
世
界
に
先
駆
け
て
確
立
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
七
年
に

は
そ
れ
を
利
用
し
て
世
界
で
初
め
て
「
遺
伝
子
に
コ
ー
ド
さ
れ
る
」
蛍
光
カ
ル

シ
ウ
ム
プ
ロ
ー
ブC

am
eleon

（
カ
メ
レ
オ
ン
）
を
作
製
し
た
。
そ
の
結
果
、

細
胞
分
裂
の
誘
導
に
働
くC

a

イ
オ
ン
分
子
の
動
態
の
、
高
解
像
度
観
察
を
可

能
に
し
た
。
そ
の
後
も
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
困
難
で

あ
っ
た
生
体
内
の
分
子
、
細
胞
小
器
官
・
細
胞
、
組
織
等
、
各
レ
ベ
ル
で
細
胞

機
能
を
探
索
で
き
る
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
に
成
功
し
て
き
た
。
研
究
成
果
の

公
表
に
も
努
め
、
専
門
誌
だ
け
で
な
くN

ature

、Science

な
ど
一
般
誌
に
も

二
〇
編
余
り
発
表
し
て
お
り
、
多
く
の
分
野
の
研
究
者
に
も
開
発
し
た
技
術
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
カ
メ
レ
オ
ン
の
発
表
以
来
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
に

六
編
の
論
文
の
引
用
数
が
一
万
件
を
越
え
て
い
る
。

次
に
、
宮
脇
氏
の
主
要
な
業
績
に
つ
い
て
、
分
子
か
ら
個
体
レ
ベ
ル
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
代
表
的
な
例
を
簡
単
に
述
べ
る
。

１
．�

高
輝
度G

FP

改
変
体
、
お
よ
び
光
照
射
で
色
変
換
す
る
蛍
光
タ
ン
パ
ク

質
の
開
発�

＊ Venus

（
ビ
ー
ナ
ス
）：
世
界
で
最
も
明
る
いG

FP

改
変
体
ビ
ー
ナ
ス
を

開
発
し
、
ラ
ッ
ト
副
腎
の
褐
色
腫
の
分
泌
顆
粒
を
捕
え
る
こ
と
に
成
功



一
一

し
た
。

＊ K
aede

（
カ
エ
デ
）：
蛍
光
色
が
光
ス
イ
ッ
チ
で
変
わ
る
（
フ
ォ
ト
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
）
カ
エ
デ
を
開
発
し
、
神
経
細
胞
の
回
路
網
の
色
分
け
を

可
能
に
し
た
。

＊ D
ronpa

（
ド
ロ
ン
パ
）：
サ
ン
ゴ
で
発
見
し
た
新
規
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
を

抽
出
し
て
蛍
光
ラ
ベ
ル
と
し
、
光
の
オ
ン
・
オ
フ
に
よ
り
一
瞬
で
書
き

換
え
可
能
な
技
術
（
フ
ォ
ト
ク
ロ
ミ
ズ
ム
）
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
時
間
を
追
っ
て
細
胞
内
の
分
子
の
動
き
を
繰
り
返
し
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
標
的
タ
ン
パ
ク
質
（M
A

P kinase

）
の
細
胞

核
へ
流
入
・
流
出
す
る
様
子
を
は
じ
め
て
観
察
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

２
．
基
本
的
細
胞
機
能
を
解
明
す
る
た
め
の
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

＊ Fucci

（
フ
ー
チ
）：
細
胞
周
期
の
G1

期
や
G2

期
、
M
期
に
あ
る
細
胞
を
蛍

光
色
で
色
分
け
で
き
る
プ
ロ
ー
ブ
（
フ
ー
チ
）
を
開
発
し
た
。
こ
れ
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
発
に
増
殖
し
て
い
る
が
ん
細
胞
の
存
在
や
細
胞

の
老
化
を
検
知
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

＊ K
eim

a

（
ケ
イ
マ
）：
細
胞
内
の
pH
で
蛍
光
色
が
変
わ
る
ケ
イ
マ
を
開
発

し
た
。
ヒ
ト
の
細
胞
を
ケ
イ
マ
で
染
色
す
る
と
、
細
胞
全
体
は
青
い
蛍

光
を
発
す
る
が
、
酸
性
度
の
高
い
リ
ソ
ソ
ー
ム
は
赤
蛍
光
を
発
し
、
オ
ー

ト
フ
ァ
ジ
ー
研
究
の
重
要
な
プ
ロ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
。

＊ G
EPR

A

（
ゲ
プ
ラ
）：
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
プ
ロ
ー
ブ
（
ゲ
プ
ラ
）
で
あ
り
動

物
の
形
態
形
成
の
機
構
を
解
明
す
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
。

＊ U
naG

（
ウ
ナ
ジ
ー
）：
ビ
リ
ル
ビ
ン
プ
ロ
ー
ブ
（
ウ
ナ
ジ
ー
）
は
、
ニ
ホ

ン
ウ
ナ
ギ
か
ら
遺
伝
子
を
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
し
た
も
の
で
、
ヘ
ム
代
謝
動

態
を
可
視
化
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

３
．�

光
散
乱
物
体
と
し
て
の
動
物
個
体
に
お
け
る
深
部
観
察
の
た
め
の
技
術
開

発
＊ Sca le

（
ス
ケ
ー
ル
）：
組
織
透
明
化
試
薬
ス
ケ
ー
ル
を
開
発
し
、
蛍
光
タ

ン
パ
ク
質
で
標
識
さ
れ
た
脳
神
経
回
路
の
三
次
元
構
築
の
解
明
に
貢
献

し
た
。

＊ A
kaluc

（
ア
カ
ル
ッ
ク
）：
生
物
発
光
タ
ン
パ
ク
質
、
ア
カ
ル
ッ
ク
を
開

発
し
て
動
物
の
表
層
組
織
の
透
明
化
に
成
功
し
、
深
部
組
織
に
在
る
少

数
細
胞
か
ら
の
信
号
の
検
出
を
可
能
に
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
宮
脇
敦
史
氏
は
、
生
命
現
象
の
動
的
制
御
を
解
明
す
る
た
め

の
多
様
な
光
技
術
の
開
発
に
一
貫
し
て
取
り
組
み
、
生
体
に
お
け
る
細
胞
内
分

子
や
構
造
の
挙
動
を
観
察
す
る
、
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
飛
躍
的
発
展

に
貢
献
し
た
。
同
氏
の
成
果
は
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
傑
出
し
た

業
績
は
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
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